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●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
は
フ
ラ

グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
理
論
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
う
る
。
初
期
段
階
に
お
い
て
す

べ
て
の
生
産
工
程
が
ひ
と
つ
の
工
場
・

地
域
に
あ
っ
た
も
の
が
、
部
材
を
運
ぶ

物
理
的
な
輸
送
コ
ス
ト
や
輸
送
・
生
産

を
管
理
す
る
た
め
の
情
報
コ
ス
ト
に
代

表
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
リ
ン
ク
・
コ
ス
ト

が
下
が
る
こ
と
で
、
複
数
の
国
・
地
域

に
生
産
工
程
を
分
散
配
置
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス

リ
ン
ク
・
コ
ス
ト
が
下
が
る
だ
け
で
な

く
、
①
賃
金
差
が
大
き
な
国
が
近
隣
に

存
在
す
る
、
②
労
働
者
、
特
に
非
熟
練

労
働
者
の
移
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
要
件
が
必
要
で

あ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
国
間
、
国
内
に

お
い
て
大
き
な
所
得
格
差
が
存
在
し
、

次
の
山
田
稿
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
実
体

●
は
じ
め
に

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
む
東
ア
ジ
ア
は
世

界
で
最
も
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達

し
た
地
域
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
日
系
企
業
を

は
じ
め
と
す
る
多
国
籍
企
業
が
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
原
加
盟
国
や
中
国
へ
の
直
接
投
資

と
い
う
形
で
進
展
し
、
こ
れ
は
ベ
ト
ナ

ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
後

発
加
盟
国
に
も
波
及
し
て
い
る
。
財
・

サ
ー
ビ
ス
・
投
資
・
資
本
・
熟
練
労
働

者
の
自
由
な
移
動
を
掲
げ
「
単
一
市

場
・
生
産
基
地
」
を
企
図
す
る
Ａ
Ｅ
Ｃ

に
と
っ
て
、
交
通
円
滑
化
は
重
要
な
分

野
で
あ
り
、
ま
た
、
困
難
な
分
野
の
ひ

と
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
特
徴
と
、
陸
上
交
通
に
か
か
る
交

通
円
滑
化
分
野
が
こ
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
述

べ
る
。

的
な
非
熟
練
労
働
者
の
移
動
が
部
分
的

に
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
全
体
的
に
は

移
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

世
界
の
他
の
地
域
を
越
え
て
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達

し
た
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
産
ブ
ロ
ッ
ク
が
複
数
の
国
・
地
域

に
分
散
さ
れ
て
い
く
一
方
、
生
産
者
・

消
費
者
の
近
接
性
、
中
間
財
・
最
終
財

企
業
の
近
接
性
、
質
の
高
い
労
働
力
の

確
保
を
求
め
て
企
業
の
集
積
も
同
時
に

発
生
す
る
。
企
業
間
で
は
、
中
間
財
を

生
産
す
る
川
上
企
業
・
産
業
の
成
長
が
、

最
終
財
を
生
産
す
る
川
下
企
業
・
産
業

の
成
長
を
促
す
前
方
連
関
効
果
、
逆
に

最
終
財
を
生
産
す
る
川
下
企
業
・
産
業

の
成
長
が
、
中
間
財
を
生
産
す
る
川
上

企
業
・
産
業
を
引
き
つ
け
成
長
さ
せ
る

後
方
連
関
効
果
が
同
時
に
働
く
。
ま
た

生
産
者
は
多
く
の
消
費
者
が
存
在
す
る

地
域
に
集
積
し
、
他
の
地
域
に
部
品
・

製
品
を
移
出
・
輸
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

現
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
は
多
国
籍

企
業
が
、
重
く
低
付
加
価
値
な
部
材
・

製
品
の
た
め
の
工
場
を
市
場
に
近
い
と

こ
ろ
に
立
地
さ
せ
る
一
方
、
軽
く
高
付

加
価
値
な
部
材
・
製
品
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
一
国
で
集
中
生
産
さ
せ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
、
東
ア
ジ
ア
、
な
い
し
世
界
中
に
販

売
し
て
い
る
。

●
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編

　

さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
経
済
成

長
に
よ
っ
て
各
国
の
市
場
が
大
き
く
な

り
、
ま
た
関
税
の
撤
廃
・
削
減
、
輸
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
リ
ン
ク
・
コ
ス
ト
が
低
く
な
る
こ

と
で
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
あ
る
一
国
の
市
場

が
大
き
く
な
り
、
製
品
を
製
造
す
る
工

場
と
し
て
規
模
の
経
済
を
働
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
あ
る
閾
値
を
越
え
る
と
、

別
の
国
で
集
中
生
産
さ
れ
て
い
た
製
品

に
つ
い
て
も
自
国
で
生
産
す
る
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
大
き
く
な
り
、
あ
る
一
国
で

の
集
中
生
産
が
崩
れ
る
。
一
方
、
輸
送

費
が
低
下
す
る
と
、
遠
く
の
国
へ
よ
り

安
価
に
製
品
を
送
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
規
模
の
経
済
を
生
か
し
た
集
中
生

産
が
ま
す
ま
す
有
利
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象
は
逆
の
効

果
を
持
つ
。

　

た
と
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る

◆特　集◆

ASEAN経済共同体
（AEC）創設とその実態

　

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
と

陸
上
交
通
円
滑
化

磯
野 

生
茂
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自
動
車
産
業
の
成
長
は
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
成

果
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
一
例
と
し
て
、

デ
ン
ソ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
生

産
品
目
と
再
編
に
つ
い
て
触
れ
る
。
デ

ン
ソ
ー
は
大
型
で
重
量
の
あ
る
製
品
は

各
国
の
顧
客
に
近
い
と
こ
ろ
で
国
ご
と

に
別
々
に
生
産
し
、
小
型
で
高
付
加
価

値
な
製
品
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一
カ
所
で

集
中
生
産
し
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
他
国
に
輸

出
し
て
い
る
。
集
中
生
産
に
お
い
て
も

顧
客
の
存
在
は
重
視
さ
れ
、
タ
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
集
中
生
産
品
数

は
多
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
の
集
中
生
産
品
数
は
比
較
的
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
間
財
の
免

税
ス
キ
ー
ム
の
よ
う
な
措
置
だ
け
で
な

く
、
共
通
効
果
特
恵
関
税
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ｔ
）
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
物
品
貿
易
協
定

（
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ａ
）
に
よ
る
関
税
削
減
・

撤
廃
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
二
〇
一
二
年
九
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
デ
ン
ソ
ー
第
三
工
場
建
設
が
発

表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
自
動
車
産
業
の

集
中
生
産
か
ら
自
国
生
産
へ
と
い
う
生

産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
例
示
し
て

い
る
。
デ
ン
ソ
ー
は
こ
の
第
三
工
場
に

て
、
エ
ン
ジ
ン
制
御
Ｅ
Ｃ
Ｕ
な
ど
エ
ン

ジ
ン
制
御
関
連
製
品
、
ス
タ
ー
タ
ー
、

オ
ル
タ
ネ
ー
タ
ー
を
生
産
す
る
と
発
表

し
た
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
エ
ン
ジ

ン
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
集
中
生
産

品
、
ス
タ
ー
タ
ー
、
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
ー

は
タ
イ
の
集
中
生
産
品
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
こ
の
事
例
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
他

の
国
に
お
け
る
集
中
生
産
か
ら
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
国
内
生
産
に
切
り
替
え
る
と

い
う
、
市
場
拡
大
が
も
た
ら
す
帰
結
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
同
時
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
自
動
車
産
業

の
発
展
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
み

な
す
こ
と
も
で
き
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
一
九
九
八
年
の
通
貨
危
機
前
に
繰
り

返
し
行
っ
て
き
た
部
品
国
産
化
政
策
は
、

保
護
に
傾
注
す
る
あ
ま
り
供
給
の
伸
び

悩
み
や
価
格
の
高
止
ま
り
を
招
き
失
敗

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
関
税
削
減
・
撤

廃
や
投
資
自
由
化
・
円
滑
化
は
、
各
企

業
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
集
中
生
産
品
と
各

国
生
産
品
を
各
々
の
意
思
で
選
択
さ
せ

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
市
場
規
模
が
大
き

く
な
る
と
、
自
国
内
で
の
規
模
の
経
済

の
追
求
と
顧
客
へ
の
近
接
性
を
活
か
す

こ
と
が
企
業
の
意
思
と
し
て
有
利
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
で

集
中
生
産
さ
れ
て
き
た
製
品
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
生
産
す
る
と
い
う
変
化
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
保

護
か
ら
自
由
化
に
切
り
替
え
た
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
悲

願
で
あ
る
自
動
車
部
品
の
現
地
調
達
率

上
昇
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

●
陸
上
輸
送
へ
の
期
待
と
Ａ
Ｅ
Ｃ

の
取
り
組
み

　

一
方
で
、
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
東

ア
ジ
ア
の
一
部
の
大
都
市
周
辺
の
み
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
電
子
電

気
産
業
で
は
、
日
本
・
韓
国
・
台
湾
と
、

中
国
の
沿
海
部
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ

ッ
カ
海
峡
沿
い
で
は
拡
が
り
を
も
つ
も

の
の
、
そ
の
他
で
は
た
と
え
ば
バ
ン
コ

ク
周
辺
、
マ
ニ
ラ
周
辺
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

周
辺
と
い
っ
た
よ
う
に
一
部
の
地
域
に

の
み
集
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
海
上
交
通
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

お
い
て
は
、
海
上
交
通
と
比
較
す
る
と

陸
上
に
よ
る
越
境
交
通
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し

こ
の
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
タ
イ

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
動
き
と
し
て
、
陸
上
輸

送
を
用
い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
一
部
の
生
産
工
程
を
移

す
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
の
経
済
地
理
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
で
示
さ
れ
た
と
お
り
、

特
に
メ
コ
ン
地
域
に
お
い
て
は
陸
上
イ

ン
フ
ラ
の
改
善
、
国
境
円
滑
化
が
行
わ

れ
れ
ば
よ
り
多
く
の
企
業
が
陸
上
に
よ

る
輸
送
を
選
択
す
る
と
の
試
算
が
あ
り
、

陸
上
輸
送
に
高
い
潜
在
需
要
が
存
在
す

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

陸
上
に
か
か
る
交
通
円
滑
化
分
野
で

は
Ａ
Ｅ
Ｃ
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
に
て

［
Ｂ
］
競
争
力
の
あ
る
経
済
地
域
の

［
Ｂ
４
］
イ
ン
フ
ラ
開
発
と
し
て
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
昆
明
鉄
道
（
Ｓ
Ｋ
Ｒ

Ｌ
）、
道
路
安
全
、
複
合
一
貫
輸
送
に

関
す
る
枠
組
み
協
定
（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｔ
）、

通
過
貨
物
円
滑
化
に
関
す
る
枠
組
み
協

定
）（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
）、
国
際
輸
送

円
滑
化
に
関
す
る
枠
組
み
協
定
（
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
が
戦
略
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｃ
）
が
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
、
ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
に

代
表
さ
れ
る
物
理
的
な
連
結
性
、
ソ
フ

ト
イ
ン
フ
ラ
に
代
表
さ
れ
る
制
度
的
な

連
結
性
に
加
え
、
教
育
・
文
化
・
観
光

と
い
っ
た
人
と
人
と
の
連
結
性
の
三
本

の
柱
を
お
き
、
物
理
的
連
結
性
と
し
て

①
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
未
完
成
部
分
の
完
成
な
ら
び
に

低
規
格
道
路
の
改
善
、
②
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
昆
明
鉄
道
の
未
完
成
部
分
の
完
成
、

制
度
的
連
結
性
と
し
て
①
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
実
施
の
前
提

と
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
グ
ル
・
ウ

ィ
ン
ド
ウ
の
完
全
実
施
、
②
輸
送
円
滑

化
に
か
か
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
枠
組
み
協
定

の
実
現
、
人
と
人
と
の
連
結
性
と
し
て

①
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
の
ビ
ザ
取
得
要
件
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緩
和
、
が
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
交
通
行
動
計
画
二
〇
〇
五
―
二
〇
一

〇
の
後
継
と
し
て
、
ブ
ル
ネ
イ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
ま
た
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

戦
略
的
交
通
計
画
）
二
〇
一
一
―
二
〇

一
五
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会
合
で
採
択
さ
れ
て

い
る
。

　

他
の
取
り
組
み
と
同
様
、
陸
上
に
か

か
る
交
通
円
滑
化
で
も
遅
れ
の
発
生
と

数
々
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
低
規
格
道
路

の
改
善
で
は
た
と
え
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
―
コ
ー
カ
レ
イ
区
間
に
て

タ
イ
の
援
助
で
バ
イ
パ
ス
が
完
成
段
階

に
あ
る
が
、
未
完
成
部
分
の
完
成
に
お

い
て
は
、
タ
イ
の
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ダ
ウ
ェ
イ
を
繋
ぐ
道
路

（
Ａ
Ｈ
一
二
三
）
は
土
の
未
舗
装
道
路

の
完
成
を
も
っ
て
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
優
先
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
完
成
」
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｌ
は
二
〇

一
〇
の
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
時
点
で
プ
ノ
ン
ペ

書
の
う
ち
、
附
属
文
書
二
「
国
境
交
易

所
の
指
定
」
は
合
意
済
み
、
附
属
文
書

七
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
通
関
制
度
」
は
署

名
済
み
で
あ
る
こ
と
が
二
〇
一
五
年
八

月
の
第
四
七
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
大
臣

会
合
で
声
明
で
報
告
さ
れ
、
大
き
な
前

進
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
こ

れ
は
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

に
批
准
・
運
用
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
メ
コ
ン
地
域
に
お
い
て

は
大
メ
コ
ン
圏
経
済
協
力
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）

の
越
境
交
通
協
定
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）
が
存

在
す
る
が
、
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
と
の
規

定
の
違
い
か
ら
、
ひ
と
つ
の
車
両
を
Ａ

Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
と
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
双
方
で

運
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
際
に
障
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
①
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
グ

ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
二
）
の

開
始
が
報
告
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
五
年

内
の
目
標
は
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
完
全
実
施
と
評
価
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

●
陸
上
輸
送
の
改
善
と
Ａ
Ｅ
Ｃ
と

の
関
わ
り

　

こ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
取
り
組

み
の
遅
れ
と
問
題
が
、
実
際
の
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
輸
送
に
ど
う
影
響
を
与
え
う

る
か
を
、
図
を
も
っ
て
説
明
す
る
。
図

１
は
、
二
〇
一
四
年
時
点
の
ク
ロ
ス
ボ

ー
ダ
ー
輸
送
の
一
例
を
実
線
で
示
し
、

今
後
期
待
さ
れ
う
る
改
善
を
点
線
で
示

し
て
い
る
。
こ
の
バ
ン
コ
ク
―
ハ
ノ
イ
、

バ
ン
コ
ク
―
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
バ
ン
コ
ク

―
ヤ
ン
ゴ
ン
の
三
ル
ー
ト
は
、
タ
イ
プ

ラ
ス
ワ
ン
の
発
展
に
お
い
て
も
重
要
な

役
割
を
持
つ
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
ハ
ノ
イ

へ
の
陸
上
輸
送
は
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港

か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
（
サ
イ
ゴ
ン
港
や
チ

ー
バ
イ
・
カ
イ
メ
ッ
プ
港
）
経
由
で
ハ

イ
フ
ォ
ン
港
に
運
ぶ
海
上
輸
送
よ
り
も

ン
・
ベ
ト
ナ

ム
区
間
の
完

成
目
標
は
二

〇
二
〇
年
と

し
て
お
り
、

二
〇
一
五
年

末
ま
で
は
完

成
し
な
い
。

各
国
の
高
速

鉄
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
Ｍ

Ｐ
Ａ
Ｃ
で
考

慮
さ
れ
て
い

な
い
。
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ

と
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、

共
有
す
る
九

つ
の
付
属
文

［バンコク－ラオス－ハノイ］

［バンコク－カンボジア－ホーチミン］

［ヤンゴン－バンコク］

デ
ポ

ヤ
ン
ゴ
ン

タイ
コンテナトラック

ミャンマー
６輪車両

ベトナム
コンテナトラック

タイ
コンテナトラック

ムクダーハン
タイ税関

デ
ポ

ミヤワディ
トレードゾーン
ミャンマー税関

コンテナ
載せ替え

タイ
コンテナトラック

積み替え

サワナケット
ラオス税関

ベトナム
コンテナトラック

デンサワン
ラオス税関

アランヤプラテート
タイ税関

路上で
積み替え

ラオバオ
ベトナム税関

コンテナ
載せ替え

バ
ン
コ
ク

ポイペト
カンボジア税関

タイ
６輪車両

ラオス
コンテナトラック

バベット
カンボジア税関

メーソット
タイ税関

バ
ン
コ
ク

モクバイ
ベトナム税関

ミヤワディ

ハ
ノ
イ

ベトナム
コンテナトラックバ

ン
コ
ク

ホ
ー
チ
ミ
ン

デ
ポ

タイ
コンテナトラック

デ
ポ

ミャンマー
コンテナトラック

コンテナ
載せ替え

コンテナ
載せ替え

カンボジア
コンテナトラック

タイ
コンテナトラック

図１　クロスボーダー輸送の現状と改善の見通し

（出所）　2014年６月 JICA セミナーでの日本通運発表資料を元に筆者作成。
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早
く
、
ま
た
航
空
輸
送
よ
り
も
安
い
ル

ー
ト
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

現
状
は
タ
イ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
ラ
オ
ス
の

サ
ワ
ナ
ケ
ッ
ト
ま
で
到
達
し
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
替
え
、
ハ
ノ
イ

ま
で
輸
送
し
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
か
ら

ホ
ー
チ
ミ
ン
へ
の
輸
送
は
現
状
海
上
輸

送
が
主
で
あ
る
が
、
バ
ン
コ
ク
・
プ
ノ

ン
ペ
ン
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
い
う
比
較
的

大
き
な
都
市
間
を
陸
上
で
輸
送
す
る
需

要
が
存
在
す
る
。
現
状
は
、
タ
イ
の
ト

ラ
ッ
ク
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
イ
ペ
ト
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
替
え
、

さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ベ
ト
ナ
ム
国
境

バ
ベ
ッ
ト
に
て
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ラ
ッ
ク

に
載
せ
替
え
る
と
い
う
、
二
度
の
載
せ

替
え
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ン
コ

ク
か
ら
ヤ
ン
ゴ
ン
へ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
経
由
と
な
る
海
上

輸
送
に
比
べ
圧
倒
的
に
距
離
が
短
い
こ

と
か
ら
、
陸
上
輸
送
へ
の
期
待
が
大
き

い
。
現
状
は
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
―
ミ
ヤ
ワ

デ
ィ
間
の
国
境
の
橋
の
強
度
の
問
題
で
、

タ
イ
の
コ
ン
テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
国
境
ゲ
ー
ト

そ
ば
で
タ
イ
の
六
輪
ト
ラ
ッ
ク
に
荷
物

を
路
上
で
積
み
替
え
、
こ
の
六
輪
ト
ラ

ッ
ク
が
国
境
を
越
え
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ミ

ヤ
ワ
デ
ィ
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
ま
で
到
達

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ

替
え
て
ヤ
ン
ゴ
ン
ま
で
到
達
す
る
よ
う

に
、
二
国
間
の
輸
送
に
も
か
か
わ
ら
ず

二
度
の
載
せ
替
え
が
必
要
で
、
ま
た
コ

ン
テ
ナ
に
よ
る
一
貫
輸
送
も
非
現
実
的

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
改
善

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
か
ら

ハ
ノ
イ
へ
の
輸
送
は
、
ラ
オ
ス
の
コ
ン

テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
で
、
積

み
替
え
を
せ
ず
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
こ
の
輸
送
は
他
の
輸
送
業
者
に

よ
る
運
用
例
が
あ
る
。
こ
の
一
貫
輸
送

は
、
タ
イ
―
ラ
オ
ス
、
ラ
オ
ス
―
ベ
ト

ナ
ム
の
二
国
間
の
覚
え
書
き
の
車
両
相

互
乗
り
入
れ
規
定
を
特
定
の
ラ
オ
ス
コ

ン
テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
に
適
用
す
る
こ
と
で

可
能
に
な
る
。
同
様
に
、
バ
ン
コ
ク
か

ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
へ
の
輸
送
も
、
二
国
間

の
覚
え
書
き
を
用
い
る
こ
と
で
、
一
度

の
積
み
替
え
に
簡
略
化
が
可
能
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
ヤ
ン
ゴ

ン
へ
の
輸
送
で
は
、
現
状
は
二
国
間
の

覚
え
書
き
が
存
在
し
な
い
が
、
メ
ー
ソ

ッ
ト
―
ミ
ヤ
ワ
デ
ィ
国
境
の
新
た
な
橋

が
完
成
し
、
コ
ン
テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
が
走

行
可
能
に
な
れ
ば
、
タ
イ
側
メ
ー
ソ
ッ

ト
に
お
け
る
路
上
積
み
替
え
は
必
要
な

く
な
る
。
ま
た
、
ミ
ヤ
ワ
デ
ィ
―
コ
ー

カ
レ
イ
間
の
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
も
コ
ン
テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
輸
送
が
現
実
的
と
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
三
つ
ル
ー
ト
の
改
善
の
見
通
し

で
、
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
挙
げ
ら
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｃ

の
交
通
円
滑
化
措
置
が
直
接
寄
与
し
て

い
る
の
は
、
実
に
ミ
ヤ
ワ
デ
ィ
―
コ
ー

カ
レ
イ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
低
規
格
道
路
の
改
善
の
み

で
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｆ
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を
用
い
な
く
て
も
、
二
国
間

の
覚
え
書
き
の
車
両
相
互
乗
り
入
れ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
同
様
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。
鉄
道
輸

送
は
バ
ン
コ
ク
・
マ
レ
ー
シ
ア
間
で
は

利
用
実
績
が
あ
り
、
ま
た
企
業
か
ら
も

「
も
し
安
全
で
便
利
な
ら
ば
利
用
を
検

討
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
も
の

の
、
Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｌ
に
お
い
て
は
バ
ン
コ
ク

か
ら
ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
鉄
道
が
繋
が
っ

て
お
ら
ず
、
利
用
を
検
討
す
る
段
階
ま

で
至
っ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン

グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
現
在
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｇ

Ａ
の
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
税
関

申
告
書
の
相
互
連
携
を
視
野
に
入
れ
連

結
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
境

は
税
関
・
出
入
国
管
理
・
検
疫
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
財
務
省
、
軍
、
警
察
、

農
水
関
係
省
、
保
険
関
係
省
と
別
の
管

轄
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
名
前

の
「
シ
ン
グ
ル
」
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
実
際

の
運
用
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、

目
に
み
え
る
改
善
に
到
達
す
る
た
め
に

は
、
今
後
ど
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
グ

ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
運
用
さ
れ
、
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
か
に
か
か
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
例
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
陸
上
輸
送
は
高
い
潜
在
需
要
を
持

ち
、
改
善
も
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
改

善
に
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
交
通
円
滑
化
措
置
は
部

分
的
に
し
か
寄
与
し
て
い
な
い
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
各
国
独

自
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
二
国
間
の
取
り

決
め
や
協
力
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
枠

を
越
え
て
陸
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
結
性

は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
て
い
る
。
今
後

メ
コ
ン
地
域
に
お
い
て
は
、
二
国
間
の

覚
え
書
き
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に
加
え
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
輸
送
円
滑
化
に
か
か
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
枠
組
み
協
定
、
と
い
う
複
数
の

ス
キ
ー
ム
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
活
か
し
て
別
々
の

協
定
を
使
い
こ
な
す
企
業
が
現
れ
る
か

ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

（
い
そ
の　

い
く
も
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

経
済
地
理
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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